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一般教育の統合問題について

．　　　　　　　千曲会員のみなさんへ

賛助会員　　小　　柴　　善　　一　　郎

　　大変おそきにすぎましたけれど，ほんの一言このスペース　　体制がのぞましいでしょう。蚕糸や紡織や農学はどんτ｛：而で

　をお借りできて感謝致します。同窓会として母校の将来を憂　　将来性があるか，その学問的｛雌抽・け・就］li良問題の見旭し・

　うるみなさんの志の集るところ一般教育の統合反対，単科大　　　後進の指蒔養成戊∫針等ともっと内容1勺にド1論を深め必要なら

　学推進という方向が打ち出され，勢い余って学部自治と矛盾　　ば学部の枠をこえて努力すべきです。1日殊力二問題の解決方法

　した結果も生じました。そうした運動の根底には確たる統一　　は，何がli可でも学部のためというようτcせ：kい1コーカルナシ
　方針を首尾よくまとめることに成功しなかった学部内の不安　　　ヨナリズムでなく，Fl本の大学の多くのまじめソlc研究呂・教

　定さを見るに見かねてということもあったろうと想像されま　　育者たちが向っている開放的な方向に合わせるぺ○です・・

　す。何はともあれ，ここではこうした非常に根閲iい（？）単　　　　最後に2つ，先ずはじめに今問題になプCいる一般教介の

　科ムードなるものに疑問と推考の一端を述べさせていただき　　統合はどんなことになっているでじょうか。みなさんはT’曲

　たいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会の立場で，私は私の立場で，それぞれ拠った立場元1心の関

　　私は3年前にこの上田の地に魁任しまL．た。お話を伺うと　　心事ではありますが現状1ま決して買意を9えられるi幻ではあ

　ずっと以前からそうなのですが単科ムードはどうしていつま　　りません。私はいわゆる統合派と日されるイ）のの一人として

　でもムードたり得るかという疑問が先づ生じます。具体〔1勺に　　本当にいいものを作ろうとして学部の枠をこえて｝日米るかぎ

　申しますと，単科大学の特色は何で，それは将来計画の「1・1で　　りの協力を試みました。み蹴さんはそんτC努力はベコっても無

　どのように実現し得るか？更に問題を整理しますと，①どう　　駄なんだということが始めから分っておられましたカ・？・・仏

　いう学部と学科とから成立つか，②教官の構成や他大学との　　の場合は，まだ赴任してか；歴史が没いためかそういうわけ

　関係，とくに既存信州大学との関係，③一般数育はどのよう　　には参りませんでした。一力このままの・・一般敦育でいいのか

　に充実させてゆくか，④学界の流れや業界の動きに既応でき　　　と云えぱ，それは又それで問題で，正直に欝ってど1ちドがい

　るには，⑥立地条件は成立するか，それは文教政策の方向と　　　いのか迷わざるを得ないというのが，いオゆる統合派の中の

　にらみ合わせて年次計画の中へ組み入れることが可能か，ま　　一人一人の腹の中ではないでしょうか？。統合1辰とは誰が名

　あそう云うことに尽ぎると思いますが，要するに構造論liJに　　　付けたか便利でもあり，無内容でもありいかにも千曲会∫㍑6

　轍育体系論的にも四こ立地剤牛論的にも殆んど見るべき研　想らしし淀義づけであります。‘¶何｛・し組・ものは何もあや

　究がないのは一体どういうわけなのでしょうか？。　　　　　　まりを犯さない”。どこかの囚の諺を借りていうたらば私述

　　私の見る所こうした単科論でfよない単科ムードは・ここ数　職践派で，だからまたあやまりを犯して元畔も知れず統の
　年来のことならともかくも，内容的に致任のある実体があり　　点でいろいろ御批判もあろうかと思います・

　得よう筈がなく，実際は一種の同族惹識であり・50年の伝統　　　あとの方の問題は，一体一般数Wを統合するにせよ・しな

　とその特殊性を強調しなければ立って行けないと思う意識だ　　いにせよ，繊維学部はどうなるだろうかということです。私

　ということです。更にこの特殊性への意識過剰は現代の主要　　　は単科が成立するのはその中味は問わないこと｝こして・早く

　な一般性（一般的諸問題）からの敬遠気分と表裏一体になって　　てももう4，5年はかはかかると思います。現在の火学行政

　いるのではありませんか？。一人一人の千曲会員がまさにそ　　の特徴として劃一化・統廃合の方向が出ておりますが・やが

　のように考えて暦るということより全体としての統計的バラ　　て大学制度が年限の上で間題にされる時期がやって来る。そ

　ンスがそういう意識への傾阿を持って居るとi云えましょ．う。　　　の実施時期は今の政策のフィードバツクとして・現われるで

　同窓会とは本来そういうものであ9・それでいいのだそうで　　　しよう。単科の成立条件も一つのフィードパツクとして・そ

　す，私もそんなふうに思います。ふだんならそれでも格別差　　のときには文教政策面から支えられるだろうと思うのです。

　支えはないでしょう。けれども今述べた教育環境をとりまく　　このことは単科論にとっては安心していい要素かも知れませ

’或は研究や教育の諸条件を左右する現代の主要な一般的諸要　　　ん。

　素（政府の科学技術政策・大学行政の劃一化・技術革新’戦　　　けれどももっと重大なことは・そういう話よりも先に学部

　後アカデミズムの再編成等々）への留意・評価に立って全国　　統廃合のヨ三手がかかって来るだろうということを予想してお

　の何れの大学でも，私は過言でないと思うが，世界のすべて　　かなくてはなりません。どうかこういう不吉な（？）」’想を

　の大学がぶつかっている一般的諸問題にこそ実践的努力を傾　　立てたからと云って‘‘不敬罪”をかぶせないで下さい。運命

　注すべき時だと思います。一般教育が今日非常にゴ（事だとい　　共同体に縛られずに自由に考える空気ヵく大切です。もっとも

　うこともこういう問題の一つです。詳察は省きますが・科学　　　可能性があると思われるのは，こういったヨ三乎が一つの契機

　技術の現代史・未来史という一つの側面からも，このことの　　となって或部分は工学部との統合・他の部分は繊維の特色を

　重要性はもつともつと強調されなければならないのです。誤　　生かした単科へと分れることです。
　解をさけるために念のため申したいのですが，私は特殊性の　　　以上は云うまでもなく一つの推察です。この推察が当らな

　放棄を主張しているのではありません。特殊性よりも一般性　　いという絶対のきめ手があるでしようか。私個人の開心llな

　を強調しなければならない，そういうのが今日の大学教育の　　　ら，そんなことは当っても当らなくてもどうでもいいことで

　課題だということです。今日までならその反対でもよかった　　すが，同窓会としては母校の発展とはどういう意味なのか・

　と云い切ることはむつかしいですが，それでも特に大きな矛　　これは一つの問題提起としてお考えになr）ていただいたらと

　盾を生まなかったことはたしかです。また私が一般教育の所　　　思います。
　属だからそういうおけではありません。理想としてはどのよ　　　　　　　（筆者信州大学助教授一般敦育数学研究室）

　うな専門家でも大学教師である限り一般教育を担当している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和40．3．25）



繍40年4月1日　 千曲会報磯擢轟罐暑）ルら．152（5）
　　　　　故小中潔君蚕（10ノを悼む　　　　　　　ものと思い込んていた。僕などは胃潰場で胃を§も切除して

　　　　　　　　　　　服部虎雄（紡2）　‡㍍葉㌫蒜r㌶㌶案‡霊蕊籏
　去る3月26日名古屋市立東山占｝］院にて1悩軟化庄で急逝した　　のもののような小中鶉が先にあの世へ行ってしまったとは，

小申潔君の葬儀け3月2811午後1時より名古屋市千極区南明　　　ホントにイL）じられない位である。「ンヤラ100年」と昔から

町の自宅で，いとも盛大に執行された・齢65才であるから　　云うが，古川君や僕は工［にその口である。又「無病息災」で

決して若死とはいえないが・しかしλだ未だ10年は生き貝く　　なく「一栖息災」なりとテレビドクターである近藤博士がブ

と，本人も・刑囲も思い込んていたのて・余りにも突然の死　　ラウソ什を通してηにタコのあたる程何回か聞いたが，小中

｛去で心からピノクリした。　　　　　　　　　　　　　　　　　刀は「無柄早死」の見本のようなものとも云える。
　ここ3年程前から同期卒業（kて在名のll〒川俊之沼（査1D）　　　金は貯たL，子供け大きいし，宋弟もすぐ隣に居り同じ仕

私（紡2）の3人は’日別親密に交陪ξしていたo大体は新典｝1イ　巾なしていたので，あとの仕巾の方は何も心残り1‡無いと思

閥といっても過言でない｛向賭物製造販売泉である金城llrlの礼　　　う。小中君け小成功者であったとムえる。我々サラリ声マン

良。小中田宅で2月に1度位の割て川会し・よもやまの雑次　　から比較すれば殿様と足軽位の相遼はあった。が方命だけは
をしたり・朴をやって半日位宛遊んだものだo外にゴルフの　　　如何ともし鄭く，好漢もついに帰らぬ人となってしまった。

練習をしたり，ミカドへ人一’たり，朝n会館8階の1冒1級クラ　　ユ’〔に淋L、い限りてある。

ブへ案内しオゴソテ貝ったこともあった。荻ノ《サラリーマン　　　1己藤川（釦0）中村君（」劇0）の両君も，年に一度1立は小

から見れぱ　1候の生活を1ているように思った。だから普通　　　中刀の処へ来ていたようてあった。而し会外は僕と古川君の

てけそ了けそうも無い処へ小中川の好忍で川人t，たのも，つい　　　2人だけてあ寸た。余りにも急すぎて連絡が取れなかったの

1川1のような気がする。↓’1にサノパリLたいい男てあった。　　だ。仲よし3人グルーゾの1人が欠けてしまって残念坐極で
しかしここ約’卜｛「前から軽い中気に棺って入院L，，良くなっ　　　あるが，考え様によっては我ノぐ2人け〈紘け無くともヌ∫命がイ」

たのて退1涜したのて2，3回はお邪魔したことが吻る。僕と　　　るだけ、トと云える。いつ止てzLさていても，そういい’llも無

r正f川川の碁4弓↓て嬉んでいた顧が今でもクノキリと日の前に　　さそうだが，しかし，死んてし吐「てけ万」1終りだ。僕け99富

浮んでくる。小中君は」田虫［、1∫イF学中｝仁庭球部越i予として活　　　て止きる日煕のもとにアラユル’jlをLている。しかも那に生

躍1，た程で，llうにΦ儲の尺寸てあ◇のノ人ならず，スポーン神　　　存しているのみて無くて応分のイじhをし（仏立筒校教而）仕

経も人並優れて発辻していた。各処のカソトリークラブてゴ　　事を通tて社会公又の為に尽したい覚悟である。私が川ノ∫会

ルフ大会に出場Lて人賞したカノブなど数個飾ってあるほど　　　（99才）に入会したのも養止の一つである。

てあった。自分の工場にもゴルフ練習場を作り従業11に奨励　　　小中娼よ安らかに寝れ，生き残った我＾lkは澗の分まで働く

していた位スポーツ熱も老いて益々旧盛てあ門た。誰がどう　　つもりだ。

見ても3人の中てけ小中71が一番丈人そうて若く見え，元気　　　1ヲ1感の一端を述ぺで小中潔71劇1～の舌Yとするo

て全囚を股に掛けて泉介四止していたので，1番瓦くζしきる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3月2911）

　　　　さう　ん　縫搬麟麟窪！噸竺《謬漂蹴瓢‡禦㌫t：
　　　白い大陸「南極ノ石」　　　食したのも，姉のクラスメートの囚縁か　今やレイ明朋を迎えて「変りゆきに1い大

幾億年南極のナゾを秘めて眠れる小石　　ら承諾を得たもの。　　　　　　　　　　陸」の哨代は来たのてある。この利学の

　5年も前から念願を続けて来た句曜の　れた由です。　　　　　　　　　　　　の際只1っ丈，私のために拍ち帰られ，

賜物「南極の白石」入手の‡｛びと・その　　囚みに附記するが糸2回の亡鈴木練一　2月中句突然母正さんから近り届けられ

由来のイキサツを添記して・鳥居鉄也博　愛称「練坊」は正さんの令兇てす。　　　た，この「宝石」一ぺ珍石且界一〉を誇

士の御好慧に感謝の恵を表するため，敢　　今から5年前，1：5居正さんと50年振りに　称するのにやふさかでない。

て拙文を綴る次弟てある。　　　　　　　東京新宿の住所を知り，正乎未亡人に息　　敢えて添lqを付して「写頁」で御目に

子の鳥居南極越冬隊長1に「南極の小石」　掛けるのも光栄てある。

を頂きたいと依頼したのでしたが，本年

迄3ケ勾昭和基地観測が中止となったの

で万妬尽き，施こす術もなかった。

　然るに昨年12月米国の好惹と協力に．依

り氷南極星…地マクマードを経て飛行機で

昭和」1』地の見学，調査，研究のため鳥居

博⊥外3人の調査隊が派避された山はラ

ジォ，テレビて報道された通りです。而

・　　して未知の大吐，アザラシ，愛矯物のぺ

　私の次姉黒田てい（73才）と，｛‘5居正　ンキン，空の盗鳥カモメなど数匝の動物

さんは明治の未巣，旧制静岡県立静ll‘1高　の外，巨大な氷河，海抜3．000メートル

等女学校の仲のよい同紐生でした。　　　の平原，1．300万平力メートルとか巨大

　叉その当鴫私は旧制鋤川中学故L5年　な「白い陸地には未解明の夢とナゾ等数

生でしたが，上級学板国立上ll畷専へ入　々の宝物研究課題が静かに眠っている。

学のため，ひと勉強せんものと5年生の　株険家の先覚者ノルウエーのアムンゼソ　．

「1木学術会疏南極竹別委員会1片事

！喫11本極北研究センタP設立弓i務り∫

理学博上　鳥居鉄也

粗　晶

永らくお紬らいただきし右御送り申し
＿ヒ．げまづ一。　ll召、「n394｜二12月23日，　米南極

基地に行きめずらしい石抽ら帰り今朝
私うけとり，すく小包にし送りました
白石の中にピヵピカ何か光っています
めずらしい石です。アメリカ基地マク
マードという所のものです。2∫］16日

まずは右まて　母正



（6）・堪152（購翻脇）　千　　曲　　会　　報　　　　昭和僻胡1，目．，

　さて話を後段¢結びに入る。　　・　　　此の頃よく耳にすることだが，自分の　現状と方針についてお話しがあったが，

　袋井市出身の川村溺1｛山老と相並んでの　子供を出世させようとして，また自分の　この中で総会出席率や会殴納入等が’地元

南極研究の権威者オールマイティー一，　田会における敗惨の仇を子供に取らせよ　の支会ほど良くないという御指摘を頂ぎ

若き科学者（主に水質，雪質等の研究学　　うとして，むやみに勉強をさせ，社会性　　一同，心から反省し今・後万Wを戊弐くして
者）1 ｡後数しれぬ幾多の南極の11民れる神　のないコチコチの福助を造りあげている　これが改善に多」力することを響い合った

秘の開発を期待される・ウルトラC級の　こんな人造人間に何ができよう。　　　　また北条先生からは学部の発展¢様子や

偶種の人士，理博鳥居鉄也殿も亦袋力市　　自分の子供さえよけれぱ，他人の子は　教ゴ細粥給の問題等に乙）いて御意見があ

出身，ここにも何か深き因縁ある青年学．どうでもよい。否他人の子供は落第して　ったが，その中で地球のある限り」二田の

究，故に袋井市名誉市民に推挙］一るに十　　lll分の子供がパスすればよいということ　歴史と伝統は永遠に．変らないという言葉

二分のウェイトありと深く信ずるので市　のみに追われていると。自分の子供が出　は，母校の進むべき道を明示したものと

民各位の理解・と御賛成を得たく，ここに　世した頃に，他入の悪い子供に殺される　して心に深く刻まれた。股近若い卒業！k
筆を改めて所信を披源する所以である・　かも知れないことを；忘れていないか。　の中には，ややもすると刊1陰に無関心
　　　　　　　　　　　（40－－3－22稿）　　この狭い社会で，わずか70年の受持ち　のものが膓ちるが，杜会は1二田の卒梁Zlヨ1ヒ

　　先輩へ後輩へ　　腰鷲霞㍊；毒瀦蝶漂㍍芯是隠羅『㍑‡；：㌫蕊‡

に学んだ親しみを以て接することでよい　れるという風光明媚の地，湯之原温泉の　　本年はまた支会の役n女選期に当り選

と思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　呉羽荘を呉羽紡績の伊藤二1二場長（紡17）　　衝委員会を設けて述彼「の結・果，現役徽の

　大先輩は，後輩の非情を憂える前に・　の特別のi］’らいで，全館を貸切ってとい　労を多とし新しい発展のために次の新役

戦争当時の自己の取った態脇｝険戦後の糠勢の下に・繍llか蹴町田理蜘；1ヒ員力週出された。
混乱期における行動が，どれだけrl本の　条理事の両先竺ヒをお迎えして近年になく　　支会長　倉沢・二三（蚕　17）

社会のためになったかを反省してもらい　盛大に開催された。　　　　　　　　　　　　　　　　　片倉蚕業研究所長
たい。技術屋だったから社会性が乏しか　　現在支会員は120名にも及び会社，官　　副会長　βt藤　二男（紡　17）

ったので・・…・と弁解は聞きたくない・　　公庁，教職自営と又方面の一線で活躍し　　　　　　　　　呉羽紡績豊科工場長

　戦前｝こおいて専門学校を出た人は・少ているが丁度年度末の多忙時であったに　副会長加藤秀次郎（化1）
なくとも社会の指導者であったはずであ　も拘らず，遠く大町市，塩尻市，豊科町　　　　　　　　’松本hll練KK，潮箔

る。不宰にして・その認識がなかったと　からも多数御出席があり，母校50有余年　　除事長　窪田　　原（学蚕2）

したら，余りにも自己保善に時を空費し　の歴史を物語るかめように大先難の永田　　　　’　　　片£遊業研究所

た守銭奴に過ぎなかったといえよう。　　平氏，二木猪一氏（蚕8）から昨年卒業　　監　事　森本　　彰（蚕　2わ

　後輩ば自己の栄利栄達のために・全て　の小島克英氏（学蜘2）まで23名の日］席　　　　　　　　蚕糸試駈場中丁‖1支場

を犠牲にすることの如何に馬鹿げたこと　があった。ただ出席予定者の中で当日に　　監　1輻堀米　店美（糸　25）

かを，1日も早く悟ることである。山の　なってから・突然都合によって数名の方　　　　　　　　　長野県繊維工躍試験場

中で自給自足をしている原始の時代なら　々が出席できなくなったことと，高校の　　その後鷹・らに宴席に入ったが伊藤工場・

兎も角，今日においては・互恵という意　先生が入試の採点で欠席されたことが，　長始め各先輩の恵志厚く宴会としては，

味を忘れては社会生活はできないはずで　かえすがえすも残念であった。　　　　　質，鍛ともに他に例をみなし・立派なもの

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　まず支会長の蚕糸試験場・中部支場，　であった。会の始めに自己紹介をしたが
　会社の自分の上役に点数を挙げること　浅野清志氏（蚕15）から支会の現状や抱　夫々個機を生かしてスピ簡チは1人5分

に窮々としたからといって・それがどれ　負等について御挨拶があったあと，議事　間にも及ぶという長時間にも拘らず，終

だけの結果をもたらすだろうか。他人を　に入り1年間の会務報告，会計報告，会　R感銘と感嘆の連続であった。寄書を始・

引き落してまで比1世したからといって・　計監査報告がなされたが万場一致承認さ　めた頃には宴も頂Sに遠し，自営のノ戸

それが長つずきしようか。　　　　　　　れた。このあと町田先生からは千曲会の　は多額の広告料を出してli．伝に務め，若・
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い者は上司を，つかまえてこの時とばか　発言があったが，何れも大した問題もな　　　　　　　　　　　　1

㌶1±瓢繋㌶罐く誇蓼耀灘校の入試噸・瓢㌶竃1♪
翼［羅籔欝謙㌶慧…㌶撒i竃≧　当」え聲㌧惑

竃1竃鎌議灘簾竃1…議議灘㌻蕊／霧霧㌶遍三

上蕊㌶蕊継成）継竃竃i議欝㌢欝1纏懲‡

蝋灘讐灘1；辮i難㌶㌔1）（壷灘i議撫曇

竃ll灘秦磯議i）；騰［（i曇；i蓬灘禦ii驚竃蕪裟㌶議

耀静㌶隠㌶綴蒜麟蕊1）’米山藷‖｛4潔1；；4日（9飼鍋　翻論㍑濃繋‖；》1ぽ鑓㍑

麟美麟㌶；1≧蹴　三重支舗会記　蹴欝慧鮭㌘ム’ド醜
が得られ聯銚終㈱鰍つる中で進　茎鹸り戯飢から；Xせら泌のが　この支飢蹴な織縮誇硫畷糸
めら控・．　　　、　　蛸で紗・実齢こもりパの会の様kkのゴ三として迩鞭｛三と数社の聯二醐・

認鑑鵜蒜‡㌶難習駕6‡慧鷺汽懸ξ漂蒜妄㌶語；麗裏煙曇㌫㌶1慧1・蕊；
（農2）より・あり・巴蜘］（蚕32）より主旨にも反拘のであるが・3月71…【に駒C老のほかllU、lirし燃。熾い一，氏に

’酬会費値上に伴つ納入プ」滋ついての剛継杣三滅会の伽を待っ熔報会献Cかったのは残念だった。（1・1丁購、1）

　　　本会記事　　　糠糠K剛眈所　 母校ニユース
　　　　　新任理事？登記完了　　　　　　　支会連絡事務所が変更になった支会　　　　　　学　　内　　人　　事

繋鞭籠蓼灘驚1灘載撫1欝寳llil灘三

わたって定款の一音陵更について主管農○μ1梨支会甲肺メLの1引の6　　　昭稲o鞭持院入学許可者
二林省に認可申詰中であつたが，3月11日　　山梨県庁商工繊維課連絡員　島田昭∫111　　信州大学大学院繊‘i腹学研究科の昭和40

付認可指令あり，新任理事30名の登記手　　　　　千曲会費完納者　　　　　年度入学許可者は3月18日次のとおり発
・続き中のところ3月24日長野地方法務局　　会致通算40回完納者シ±以後会費を免除　：爽された。

．上田支局において登記完了した。　　　　されることになっているが，今回次の会　繊維拠学専攻’

　　　　　支会長の移動　　　　　　員は40回完納会費免除になった。本会向　川島　信二（群馬県）川本　1’支樹（山口県）

　支会総会にいおて下記支会では新支会　上発展のため多大のご協力をいただいた　紡織工学専攻　　　中‡・『和男（富山県）

・長に次の各氏が選任された。　　　　　　ことを感謝いたします。　　　　　　　　繊維機械学専攻

・○宮城支会長　山本友之丞（蚕　15）　　　　篠田平三郎　　（蚕1，三重）　　　　大井　英資（長野∬込）康　　子口（韓　国）

　　　　仙台市北田町51電（34）2832　　　　橋本　武光　　（蚕7，東京）　　　　繊紺工業化学専攻

　副支会長　伊藤　力三（蚕　17）　　　　西山　市三　　（蚕g，東京）　　　　赤川　正二（長野県）井本友三久（長野県）

　　　　　　　倉沢恒夫　　（蚕　2D　　　　　西本　朝平　　（蚕15，山陽）　　　　北村　　稔（兵庫県）束原　秀和（広］る県）

・○安筑支会長　倉沢一二三（蚕　17）　　　　　橋本　亘司　　（蚕17，上小）　　　　　長谷　　実（島根県）布施　工〔孝（千葉県）

　　　　　　　松本市蚕玉町　　　　　　　　沓掛　久雄　　⑰ξ｜9，愛知）　　　　平川　清一（長野県）松井　亮一（長野県）

　　　　　　　片倉工業KK蚕業研究所　　　小湊　　潔　　（糸4，京滋）　　　　　米野　　情（和歌山県）

　幹　事　長　窪田　　厚（学蚕2）　　　　　中屋　正仁　　（糸26，山陽）　　　　入学式は4月13日午后21翼ξから第1会議

・○愛知支会長　小山田　峻（化　3）　　　　江野村一雄　　（紡7，山陽）　　　　室で行われる。

　　　、　　　名古市北区光音寺町90　　　　　母校火災復興資金完納者　　　　　　科学教育研究室繊維学部分室修了者

　　　　　　　束洋整絨KK営業部　　　栃木支会　5・000円　高橋氾一（蚕8）　　3月6日第18回科学教育研究坐16名の
・〇三丹支会長　細川　　豊（蚕　］9）　　　　　小計　　1名　　　　5，000円　　　　修了式が行われた。うち本会員の修了者

　　　　　　　京都府綾部市西町3丁目　　　累計　｜497名　　3，386，474円　　　は6名であった。
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会，員　動静　　米沢秀衛学鞠ヒ信罐禦麟量塁麟
中沢喜雄蚕18上小長！∬r県小県東部高等学校教扉｛　・斎藤幸雄学蚕5愛知愛知県庁農林部蚕糸課（住）
　　　　　　　　　　　　　（長野県小県郡東湖～町）　　　　　　　　　　　　　　江南字飛保｝糊五ミ竹住宅土造ぼ

芦谷鉄郎蚕33岐阜那是製糸KKハき濃工場（美濃　　久保田重良学蚕5　東京農林省蚕糸肋枝争1微良課
　　　　　　　　　　　　力n茂〒｛了・rlrづト｜｜1丁」二］辱づ1・753）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住）　）E刀dIl；工巨］寸1⊥｜了悔餐》1ヨニ芳！、

西沢　精一学癒1　神奈川　横1兵高僚学校横須賀肩1追浜　　　　　　　　　　　　　　町1の2380第3住宅48
　　　　　　　　　　　　本町1の119県営↓ti宅F28　　　小泉　勝夫　学ヨ汀　Z111奈川　神奈川り〒癒業試験場（神奈川

小林正治学蚕3愛知愛知県庁』1琳部蚕糸課（名占　　　　　　　　　　　　　県i剖舷郡海老名｜llr中新田）

　　　　　　　　　　　　｝酬沖区南外城lll］』6のD　　　　　　　　　　　㈹）川嚇1汰師川中島4
　　　　　　　　　　　　　（住）刈谷市原ll、守5の41　　　西田　勝1｛1｛学繊9　近畿光洋紡績KK奈良．：1：場（奈良

福島　　融学蚕2　安筑長lll猟：戊く田肺俵lll］’2054　　　　　　　　’　　　　　　　∬献収∫1∫永原川丁128）

池田芙恵乎学蚕3　東　京　｝E膓；〔都武蔵野illll！hlii　3の812　　］1｝；川　治訟lli学織11近微　1剛／lll興旅KK（大阪τ1∫南区：た

　　　　　　　　　　　　　（㌔［i〔｝422－4・2563）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨこ・与田r‖［之lll「62）

湯原蒋煕　学蚕斗　群　馬　1∬操製糸KIぷ鰯馴1究所安中　　鈴木　教吾　糸　8　U｛京東京都練川叉：向川町3の5の
　　　　　　　　　　　　出張所　安中〒瞬」！阻〔73昭栄製　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8・｝摯

　　　　　　　　　　　　糸KK社宅　　　　　　　　馬場長市糸　16東京　1川惜：∫：正ζK班〕；（営梁所：1ξ
宮沢喜久男　学蚕4　上　小　勤1illのとおり（住）上田市緑　　　　　　　　　　　　　　　　α（京κi｛品川区北lll｜川3の207＞

　　　　　　　　　　　　ヶ丘北県営イ1三宅345　　　　　　　　　　　　　　　　　　武蔵1肘「祥！fi旬ll∫3の30の6

信大教科書

自然科学書

　工学書協会特約店

株式会社西沢書店
上田原町TEL②oo24

　　　　　編　集　室　よ　り
　彼岸がすぎても今年はまだ寒さを感ずるこの頃であるが・

各業界では准望な新人な迎え，学窓でほ青雲の志を1陶｛こ新入

学生な迎える季節になると信濃路JA聞花陽春の候となる。

　会員皆さんご自愛ますますご活躍発腿いたされますよう切1

にご期待d｜し上げます。

　本号は小泉学：部長の3川On卒楽式‘周i：会ヘスタートする

卒莱生へのはなむけの言勢寒，小柴先生の縮1緬論｝lll題につい

て，および斎藤義臣，戸倉八峰両氏のご寄稿を披辮し執惜を

多謝します。

細集委餓　小林　尚一4な±田　　寛石川　　寛松沢　秀一・

　　　　一之瀬匡興武井　隆三三d・笠原真二篠原　所ll二

　　　　金井　　清白井　要範

特許・実用新案・意匠・商標

　　出願・訴訟・鑑定

浜　特許事務所
東京都芝新橋1の20
堤第一ビル四階
東　京　（591）　0764・0765

弁理士　浜　　　香　　三

弁護士　中　　猪　之　助

千曲会員福島鋼治郎

踏臨齢
　　　　竃｝ン釧

長壁予県ノ』、県君6塩田　田丁

オルガン針株式会社　i
　　　　　　　TEL塩田650　　　　　　ト

　　社長増　島　芳　美　　1

為替のご用は

　　はやぐて　たしかな

　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金

口座長野3523が一番．ご便利です

　　　　　上田市原町

皆様の＠富士銀行上田支店

皆様の百貨店

上田中央

1


